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Virtual lesion 法と自動模倣の実験心理学的行動課題を用いて、ヒトの PMd の自動模倣への因果的関与と機
能的側性を明らかにすることである。【方法】13 名の健康成人の左右の PMd に対し、1 Hz の rTMS を 800
発（約 14 分間）与え、その rTMS 前後で刺激反応適合性に基づく自動模倣課題と統制課題としての空間刺激






件の反応時間を差し引いて算出した。【結果】自動模倣課題では、左 PMd への rTMS によってのみ、反応手
や視覚刺激呈示空間に関わらず、手一致条件の反応時間が統計学的に有意に延長し、さらに自動模倣効果も有
意に減少した。手不一致条件では反応時間、誤答数ともに rTMS による干渉効果は認められなかった。SSRC








動連合や運動準備機能の変化によるものではないことを示唆している。さらに SSRC 課題においても rTMS
の干渉効果が生じなかったことから、rTMS による自動模倣への干渉効果が単なる SSRC 効果やサイモン効
果のような視覚刺激と反応間の空間的適合性の変化によるものでもないことが示唆された。自動模倣における
PMd の左半球優位性については、その神経基盤と推定されるミラーニューロンシステムが利き手の影響を受
け、右利きの人では左半球優位の活動となるという先行研究と一致し、右利き被験者を対象とした本研究にお
いても、ミラーニューロンの左半球優位性を反映していたと考えられる。【結論】以上の結果より、ヒトの PMd
が自動模倣に因果的に関与することが示され、左半球優位の機能的側性を持つ可能性が示された。 
